
　「
出
征
祝
（
し
ゅ
っ
せ
い
い
わ
い
）」

と
は
、
戦
時
中
に
兵
士
と
し
て
出
征

す
る
人
を
地
域
や
家
族
が
送
り
出
す

際
に
行
わ
れ
た
儀
式
や
宴
の
こ
と
で

す
。
特
に
太
平
洋
戦
争
期
の
日
本
で

は
、
召
集
令
状
（
い
わ
ゆ
る
赤
紙
）

が
届
い
た
家
に
対
し
て
「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
、
地

域
ぐ
る
み
で
出
征
兵
士
を
祝
う
風
習

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
祝
う
」
と
い
う
行
為
に
は
、

名
誉
あ
る
任
務
に
就
く
と
い
う
建
前

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
家
族

に
と
っ
て
は
今
生
の
別
れ
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
複
雑
な
感
情
が

伴
っ
て
い
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
悲
し
み
や
不
安
を
表
に
出
す
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、
形
式
的
に
「
祝
う
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
落
語
の
世
界
で
も
こ
の
風

習
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
七
代
目
林
家

正
蔵
が
創
作
し
た
国
策
落
語
『
出
征

祝
』
で
は
、
若
旦
那
の
出
征
を
祝
う

様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
戦
意
高
揚

を
目
的
と
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
戦
後
は
演
目
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

現
代
で
は
、
林
家
三
平
氏
が
こ
の
演

目
を
復
活
さ
せ
、
戦
争
の
記
憶
を
語

り
継
い
で
い
ま
す
。
笑
い
の
中
に
こ

め
ら
れ
た
時
代
の
空
気
や
矛
盾
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
非
常
に
貴

重
な
文
化
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

祖父・７代目林家正蔵が
戦時中に演じた出征祝を
林家三平が披露!!

八
月
九
日（
土
）姫
路
に
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ク
ラ
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国
策
落
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征
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戦
争

日
本

若
者
た
ち
｜

も
う
、
戻
れ
な
い
。

映
　
画サ

ク
ラ
花

大
和
田
健
介
　
林
家
三
平
　
橋
本
一
郎
　
三
瓶

城
之
内
正
明
　
奥
野
瑛
太
　
佐
久
間
悠
　
三
山
ひ
ろ
し

渡
辺
裕
之
　
磯
山
さ
や
か
　
キ
タ
キ
マ
ユ
　
緒
方
直
人

語
り
：
役
所
広
司

脚
本
：
菅
乃
廣
　
松
村
克
弥
　
亀
か
ず
お

監
督
：
松
村
克
弥

林
家
三
平

「
国
策
落
語
」出
征
祝
復
活
上
演

映画『サクラ花～桜花最期の特攻～』は、太平洋戦争末期に実在した特攻兵器「桜花」と、
それを搭載した一式陸上攻撃機の出撃を描いた作品で、戦争の悲劇と命の尊さを静かに問いかける
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戦後８０年「次世代に繋げる平和 映画と落語」


